
◉エンパワメントを考えるためのワークシート 

＊このシートは、2021年 2月 28日に実施された『市民の参加と協働を進める多様なコーディネーション実践研究集会』（主催：同企画

委員会／認定 NPO 法人日本ボランティアコーディネーター協会）の分科会番号 C－３タイトル[ひきだす]縁（エン）パワメント～チカ

ラは“引き出す”ものなのか？！」の結果をふまえて作成したものです。ここでは「遊ぶ」をキーワードに、「エンパワメントされやすい

環境≒『遊ぶ』（やってみる）が生まれる環境」と位置づけて、本人が「遊ぶ」ためには何が必要かについて検討・提案しています。

いわゆるボランティアに限らず、その場に集った人たちの力が湧いてくるような働きかけについての一つの視点です。それぞれの現場

で安心と工夫をキーワードに、アレンジしていただければ幸いです。 

 

エンパワメントは、一般には「引き出す」と訳しますが、そも

そも「気」（勇気や元気）は内側から「湧いて」くるものです。

身体も心も動き出すもの。であるならば、まわりの人にできるの

は、本人がなにかしてみたいと思える環境をつくること、すなわ

ち「遊ぶことができる環境をつくること」です。 

そして、その環境に必要なのは「あそび」があることです。こ

こでいう「あそび」とは、①安心（気持ちの余裕・安全性の確保）

と②工夫の余地（ゆるみ）です。この「あそび」があるとき、人

は「遊ぶ」（なにかしてみよう）が生まれます。コーディネーションの中で、この２つを適切に整えるこ

とが、本人の心身が動くことを促していきます。 

このワークではコーディネーションしている活動について、本人にとってエンパワメントされやすい

活動になっているのかを二軸で分類し、日々のコーディネーションをふりかえるシートをつくります。 

 

① 「安心」のためのスケールづくり 

なにかをやってみる＝結果のわからないことに挑戦するのですからそもそも不安を感じるのは当

然です。例えば、「もし失敗したら、責められるかもしれない」「何をしたらいいかわからない」とい

うような不安を感じたら、人は動き出しません。人の心身が動き出す＝冒険には、安心が必要です。 

では、本人は、安心してそこにいることができているでしょうか。どんなことに不安を感じている

でしょうか。不安と取り除くためには何が必要でしょうか。考えてみましょう。 

 

Work1  本人にとって「安心できていないという状況」（不安）はどのような状況でしょうか。書き出

してみましょう。 

・ 

・ 

・ 

・ 

例：大学 1 年生が大学ボランディアセンターのスタッフになって窓口に先輩とすわることになったときの不安 

○何をしたらよいかわからない（先輩が何にも話しかけてくれず、気まずい。やることを説明されたけどついて

いけない。「なんでも質問して」と言われたが、そもそも何を質問したらいいかもわからない） 

○仲間に入れるかどうか不安（先輩だけで楽しそうに話している。自分は入っていけない。・自己紹介しようと

次々と質問されたが、そんなにいきなりいろいろ話したくない……） 



Work2  Work1 であげた状況を改善する（安心を感じてもらう）ために、だれがどんなことをする

といいでしょうか。 

   ・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

例： ○仕事を明確にしておく（口頭で伝えるだけでなく、マニュアルを作っておくなど） 

○仲間づくり（シフト中に先輩と二人で相談、工夫してできる課題（チラシラックの見栄えをよくするなど）

を用意しておく。自分自身で記入するプロフィールシート(自由記述のもの）などを活用する、など 

○先輩として迎える準備（自分達が新人だったころ「何が不安だったか」「どんな言葉がけが嬉しかったか」

を共有しておく。また、迎える側としての不安も共有しておく） 

 

② 適切な「工夫の余地」（ゆるみ）を考える 

 やり方があらかじめすべて決められており、

その通りでなければならない、自分なりに工夫

することができない環境では、人の気持ちは動

きません。逆に、何をしてもいいと言われても、

どこから考えてよいかわからない（C）というと

きも、とまどいの中で、動きはとまります。適切

な工夫の余地（ゆるみ、すきま）があるとき、人

の気持は動きます（図の黄色の部分 B,E,D）。 

ここでいう「適切」とは、本人の持っている工夫する力に対して、工夫する余地がちょうどよいかどう

かを意味します。どこまでをあらかじめ運営側が決めておくのか、どこから先を、本人にまかせるの

か、その見極めをすることがコーディネーションになります。 

 

Work3  そのプログラム・活動の中で、あらかじめ運営側で準備しておくことと、本人自身が考え  

工夫すること、を区分けして考えてみましょう。 

 

運営側で準備（ルールや材料）すること 本人自身が考え工夫すること 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

＊現在のプログラムを見直す際に、上記の工夫の余地についての視点を入れてみる。 

＊「人」は場合によっては「組織」「チーム」に置き換えて考えることができます。そのチームにとって適切な工夫の 

余地となっているか。 
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＊事例については、別紙『ボランティア情報』（全国社会福祉協議会発行）2020.7 を参照ください。 

 


